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令和 ５ 年 度 入学説明会資料
令和５年２ 月８ 日（ 水）

小松島市南小松島小学校

学 校 は 楽 し い と こ ろ ， み ん な で と も に 勉 強 で き る と こ ろ と い う 明 る い 期 待 を い だ

か せ る こ と が 入 学 準 備 の第 一歩 で す 。

１ ． 入 学 ま で に し て い た だ き た い こ と

(1)生 活 面 に つ い て

・ 誰 と で も 話 し た り ， 遊 ん だ り で き る 。

・ 話 を 最 後 ま で 聞 く こ と が で き る 。

・ 自 分 の こ と は 自 分 で で き る 。 特 に 用 便 ， 衣 服 の 着 脱 ， 学 用 品 の 片 付 け や 整

理 ， 履 き 物 の 整 頓 ， 歯 磨 き ， 洗 顔 ， 手 洗 い な ど 。

・ 規 則 正 し い 生 活 が で き る 。 特 に 早 寝 （ ９ 時 頃 ま で に は 寝 る ） 早 起 き （ 始 業 は ８ 時

１ ５ 分 ， ７ 時 半 か ら ８ 時 ま で に 登 校 で き る よ う に ）

・ も の を 大 切 に す る 。 人 に 迷 惑 を か け な い 。

・ 好 き 嫌 い な く 食 べ る 。 嫌 い で も 少 し は 食 べ る よ う に す る 。 朝 食 は 必 ず と る 。

・ 交 通 の き ま り を 守 る こ と が で き る 。

・ 自 分 の 名 前 を 読 み 書 き で き る 。

・ 返 事 が は っ き り と で き る 。

・ は き は き と あ い さ つ が で き る 。

「 お は よ う ご ざ い ま す 。 」

「 あ り が と う ご ざ い ま す 。 」 な ど

(2)学 用 品 に つ い て

・ 学 用 品 は ， 規 定 外 の物 や 高 価 な 物 ， 学 習 に 集 中 で き な い 物 を 持 た せ な い 。

・ 教 科 書 は ， 入 学 式 当 日 に 配 布 す る 。

・ 入 学 式 ま で に 準 備 し て ほ し い 物

○ 自 由帳 （ 国 語 ・ 算 数 の ノ ー ト は 一 斉 購 入 し ま す 。 ) ○ 連 絡 袋 ○ 下敷 き

○ 赤 白 帽 ○ 体 操 服 入 れ (手 さ げ タ イ プ で フ ァ ス ナ ー 等 で 閉 じ ら れ る も の )

○ 算 数 セ ッ ト ○ ク レ パ ス (２ ４ 色 ) ○ 筆 箱 ｛ ・ 消 し ゴ ム ・ 鉛 筆 ２ Ｂ ～ ４ Ｂ (５ 本 )

・ 赤 鉛 筆 (１ 本 )・ も の さ し (15㎝ 程 度 で 筆 箱 に 入 る 物 )｝

○ お 道 具 箱 ｛ ・ フ ェ ル ト ペ ン ・ 名 前 ペ ン (油 性 )・ 色 鉛 筆 (１ ２ 色 )・ の り

・ は さ み ・ セ ロ ハ ン テ ー プ (小 )｝ ○ 鍵 盤 ハ ー モ ニ カ

○ 粘 土 (ケ ー ス に 入 れ る ) ○ 粘土 板 ○ 絵 の具 セ ッ ト
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(3)そ の 他 の 持 ち 物 と 服 装

・ ラ ン ド セ ル ま た は ラ ン ド セ ル 機 能 を 兼 ね 備 え た リ ュ ッ ク サ ッ ク

・ ・ ・ 軽 く て 実 用 的 な 物 （ 色 な ど 特 に 指 定 は あ り ま せ ん ）

・ 上 靴 （ ゴ ム つ き ） ， 上 靴 入 れ

・ 下 靴 ・ ・ ・ ・ ・ 運 動 靴 （ 安 全 な も の ）

・ 歯 ブ ラ シ セ ッ ト （ 歯 ブ ラ シ ， コ ッ プ ， 入 れ る 袋 ）

・ マ ス ク ， マ ス ク 入 れ

・ 雨 傘 ・ ・ ・ ・ 黄 色 で ２ 本 用 意 し ， 1本 は 学 校 用 置 き 傘 と す る 。

・ 通 学 服 （ 標 準 服 ） ， 体 操 服 は ， 本 校 規 定 の も の と す る 。 （ ４ ペ ー ジ 参 照 ）

２ ． 学 用 品 な ど の 記 名 に つ い て

持 ち 物 す べ て に 名 前 を つ け て く だ さ い 。 （ 油 性 ペ ン な ど で ， 消 え な い よ う に ， わ か

り や す く ひ ら が な で ）

（ １ ） 算 数 セ ッ ト は ， 大 き い 箱 か ら 小 さ い 数 え 棒 １ 本 １ 本 ま で 。 （ 計 算 カ ー ド も １ 枚 ず

つ ）

（ ２ ） 鉛 筆 ・ 色 鉛 筆 ・ フ ェ ル ト ペ ン ・ ク レ パ ス ・ 絵 筆 の １ 本 １ 本 に 。

（ ３ ） 赤 白 帽 は ， ゴ ム ひ も の 長 さ を 調節 し て 下 図 の よ う に 。

← 白 い 方 に ひ ら が な で

（ ４ ） 上 靴 ・ 下 靴 は ， 靴 の 前 と 後 ろ の 両 方 に 名 前 を 書 く 。 特 に 後 ろ は ， 下 図 の よ う に

は っ き り と 。

（ 前 と 後 ろ に は っ き り と ）

（ ５ ） お 道 具 箱 は ， ふ た 付 き の 箱 が よ い 。

外 ま わ り の 大 き さ

奥 ゆ き (縦 )約 ２ ７ ㎝

幅 (横 ) 約 １ ３ ㎝

高 さ 約 ６ ㎝
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（ ６ ） 雨 傘 （ 黄 色 ） ２ 本

油 性 ペ ン で ３ カ 所 に 名 前 を 書 く 。

傘 立 て の 上 か ら 見 や す い よ う に ， 持 ち 手 に も 名 前 を 書 き ， 消 え な い よ う に ，

セ ロ ハ ン テ ー プ 等 を 貼 っ て お く 。

（ ７ ） 歯 ブ ラ シ ・ コ ッ プ ・ 入 れ る 袋 （ ４ 月 中 旬か ら 給 食 開 始 ）

歯 磨 き 粉 は 自 由 。 コ ッ プ は 割 れ に く い も の 。

（ 机 の 横 に 掛 け

ら れ る も の ）

（ ８ ） マ ス ク ・ マ ス ク を 入 れ る 袋 （ 歯 ブ ラ シ ・ コ ッ プ 入 れ 同 様 ， 机 の 横 に 掛 け ら れ る

も の ） マ ス ク ， 袋 と も に 名 前 を 書 く 。

３ ． 入 学 式 に つ い て

（ １ ） 日 時 ４ 月 １ １ 日 (月 ) 午 前 ８ 時 ４ ０ 分 か ら 受 付

午 前 ９ 時 ま で に 登 校

（ ２ ） 場 所 小 松 島 市南小松島小学校 体育館

（ ３ ） 受 付 南 校 舎 中 央 部 の 運 動 場 側 入 口 ， 給 食 室 横 運 動 場 側 入 口 で サ ー マ ル カ

メ ラ に よ る 検 温 後 ， 児 童 玄 関 で組 を 確 認 し ， 各 教 室 横 で受 付 を す る 。

（ ４ ） 服 装 標 準 服 ・ 上 ぐ つ を 着 用 す る 。

名 札 は ， 当 日 受 付 で受 け 取 り ， 左 胸 に つ け る 。

＊ ラ ン ド セ ル は い り ま せ ん 。 教 科 書 を 持 っ て 帰 る の で ， 手 さ げ 袋 を ご 用 意 く だ さ

い 。

◎ 保 護 者 の 方 は 時 間 厳 守 で ， 全 員 入 学 式 に 出 席 さ れ る よ う に お 願 い し ま す 。

準 備 が あ り ま す の で ９ 時 ま で に 受 付 を 済 ま せ て く だ さ い 。 欠 席 や 遅 刻 の 場 合 は

早 目 に学 校 （ ℡ ３ ２ － ０ １ ４ ９ ） ま で 連 絡 し て く だ さ い 。
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４ ． 服 装 に つ い て

（ １ ） 標 準 服

男子 冬 ・ 白 カ ッ タ ー シ ャ ツ （ ま た は 白 ポ ロ シ ャ ツ ） の 上 に ，

紺 の 上 着 と ズ ボ ン (長 で も 半 で も 可 ）

夏 ・ 白 カ ッ タ ー シ ャ ツ （ ま た は 白 ポ ロ シ ャ ツ ） と ズ ボ ン

女子 冬 ・ 白 丸 え り ブ ラ ウ ス （ ま た は 白 ポ ロ シ ャ ツ ） の 上 に ，

紺 の 上 着 と ひ だ ス カ ー ト

夏 ・ 白 丸 え り ブ ラ ウ ス （ ま た は 白 ポ ロ シ ャ ツ ） と

ひ だ ス カ ー ト

※ 男 女 と も ズ ボ ン を 着用 し て も よ い 。 色 は ， 紺 か 黒 に す る 。

※ セ ー タ ー ， ベ ス ト （ チ ョ ッ キ ） 等 は ， カ ッ タ ー シ ャ ツ ， ブ ラ ウ ス ，

ポ ロ シ ャ ツ の 上 か ら 着 用 し て も よ い 。

※ 登 下 校 時 は ， 寒 さ に 応 じ て ， 手 袋 ・ 防 寒 着 等 を 紺 の 上 着 の 上 か ら 着 用

し て も よ い 。

紺 の 上 着 を 着 な い で セ ー タ ー ， ベ ス ト 等 だ け で は 登 下 校 し な い 。

（ ２ ） く つ 下

ソ ッ ク ス ・ ハ イ ソ ッ ク ス ・ タ イ ツ は ， 目 立 た な い 色 （ 白 ・ 黒 ・ 紺 ・ グ レ ー な ど ） で ，

無 地 の も の （ ワ ン ポ イ ン ト は 可 ） ， リ ボ ン や レ ー ス の な い も の

（ ３ ） 名 札

入 学 式 当日 に 配 布

学 校規定 の も の を 左 胸 ポ ケ ッ ト の と こ ろ に つ け る 。

（ ４ ） 体 操 服

冬 ・ 男 女 襟 つ き 長 袖 ト レ シ ャ ツ ， ト レ タ イ ツ

夏 ・ 男 女 丸 首 半 袖 ト レ シ ャ ツ ， シ ョ ー ト パ ン ツ （ ハ ー フ パ ン ツ も 可 ）

※ ト レ シ ャ ツ の 前 に ， ゼ ッ ケ ン （ 縦 １ ０ ｃ ｍ ， 横 ２ ０ ｃ ｍ ） を つ け ， 黒 で 姓 を は

っ き り と 書 く 。

※ 「 学 校 は学 習の場で あ る 」 と い う 考 え の も と

に ， 華 美 な物 は控 え る よ う に お 願 い し ま す 。

（ 髪 の 毛 を 束ね る ゴ ム な ど も ）

５ ． そ の 他
健康 診断 の結 果 ， 異 常 の あ る 人 は 治 療 を 受 け て お い て く だ さ い 。
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入学前の 「 交通安全指導 」 と

「 家 庭 ・ 地 域 で の 遊 び の 指 導 」 に つ い て お 願 い

小 学 校 に 入 学 す る と ， 保 育 所 や 幼 稚 園 と ち が っ て 送 迎 な し で 登 校 す る よ う に な り

ま す 。 入 学 当 初 の 児 童 は ， 不 安 な 気 持 ち が 強 く ， と っ さ の 時 の 判 断 が で き に く い た

め ， 交 通 事 故 が お こ り が ち で す 。 学 校 で も ， 地 域 の 交 通 事 情 等 か ら 「 交 通 安 全 指

導 」 と 「 遊 び の 事 故 防 止 」 に つ い て は ， 格 段 の 注 意 を は ら い た い と 思 い ま す が ， ご

家 庭 で も 次 の よ う な こ と を ご 指 導 く だ さ い ま す よ う お 願 い し ま す 。

1 絶 対 に 飛 び 出 し を し な い 。

２ 右 側 通 行 を す る 。

３ 道 路 の 横断 は ， 横 断 施 設 （ 歩 道 橋 ・ 横 断 歩 道 ・ 信 号 機 ） の あ る 場 所 で す る 。

４ 信 号 機 の あ る と こ ろ を 横 断 す る 時 で も ， 必 ず 立 ち 止 ま っ て 信 号 を よ く 確 か め ，

右 ・ 左 ・ 右 と 安 全 を 確 か め て 渡 る 。

５ 踏 切 で は ， 一 度 立 ち 止 ま っ て 左 右 を 見 て ， 列 車 が 通 ら な い こ と を よ く 確 か め て

渡 る 。

６ 道 路 や 危 険 場 所 で は ， 絶 対 に 遊 ば な い 。

７ 海 辺 ・ 河 川 ・ 用 水 な ど の 付 近 で は遊 ば な い 。

８ 道 路 で は 子 ど も だ け で 自 転 車 に 乗 ら な い 。 ＊ 本 校 で は ， ３ 年 生 で 交 通 安 全

教室 （ 自 転車 の乗 り 方 ） を 終 え て か ら ， 乗 っ て も よ い こ と に し て い ま す 。

（ 家 の 庭 や 広 場 な ど で 保 護 者 と 一 緒 に 練 習 を す る の は 結 構 で す 。 ヘ ル メ ッ ト を

つ け る よ う に し て く だ さ い 。 ）

９ バ ス に 乗 る と き は ， 一 列 に 並 ん で 待 ち ， 止 ま っ て 扉 が き ち ん と 開 い て か ら 乗 る 。

10 バ ス の 中 で は 騒 が な い 。

春休 み 中 に し て お い て い た だ き た い こ と

・ 登 下 校 す る 道 を ， 実 際 に 何 度 か お 子 さ ん と 一 緒 に 歩 い て い た だ き ， 危 険 な 場 所 等

を 点 検 の上 ， 安 全 な 通 行 の仕 方 に つ い て ご 指 導 く だ さ い 。

・ バ ス で 通 学 す る お 子 さ ん は ， 必 ず 停 留 所 の 確 認 や 乗 り 降 り す る 練 習 を し て お い て

く だ さ い 。

★ お 願 い

※ 本 校 で は ， 小 松 島 高 校 横 の 歩 道 を 通 っ て 登 校 す る 児 童 は ， 朝 は 運 動 場 端 ，

歩 道 横 の ⑤ 通 用 門 （ ｐ ７ 地 図 参 照 ） か ら 入 り ， 「 歩 道 」 と 表 示 さ れ て い る 場 所

を 通 り ま す 。 西 門 横 の 横 断 歩 道 を 渡 る 児 童 は ， 歩 道 を 通 っ て ③ 門 か ら 入 り ま

す 。 （ 車 の 出 入 り の あ る ④ 西 門 を 通 り ま せ ん 。 ） 帰 り も ， 西 門 は 通 ら ず ， 登 校

時 と 同 じ ⑤ 通 用 門 ， ③ 門 か ら 下 校 し ま す 。

※ 学 童 の 送 迎 等 で 校 内 に 車 を 駐 車 す る 場 合 は ， 駐 車 禁 止 の 表 示 （ オ レ ン ジ の

線 ） の 所 は 駐 車 し な い よ う に お 願 い し ま す （ 自 転 車 も 同 様 ） 。 ま た ， 校 内 で は

矢 印 に 従 っ て 一 方 通 行 を お 願 い し ま す 。

・・・ 一部省 略・・ ・
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◎児童 の基 礎調 査に つい て
記 入 例 を 参 考 に ， 入 学 式 ま で に お 書 き い た だ き ， 入 学 式 当 日 に 受 付 で ご 提出

お願い します 。

・ 保 護 者 氏 名 （ 読 み 仮 名 も ） に つ い て は ， そ の ま ま 学 籍 簿 に 記 入 し ま す 。 住民

票の 記載と 一致す るよう に，正確 にお書 きく ださい 。（ 両親が おられ る場 合，

特に 問題が なけれ ば，父 親の 名前で ）

・ 本 校 在 校 の 兄 姉 の 学 年 ・ 組 に つ い て は ， 始 業 式 の 日 に 分 か る の で ， 新 し い学

年・ 組を鉛 筆でお 書きく ださ い。

・ 電 話 番 号 は ， 自 宅 の 電 話 番 号 の 他 に 携 帯 電 話 番 号 を 書 か れ る 場 合 は ， 学 校か

ら 連 絡 を し て も よ い 電 話 番 号 を １ 番 に お 書 き く だ さ い 。 学 校 で 体 調 を 崩 した

と き や 急 な 連 絡 が 必 要 な 場 合 ， 連 絡 を す る 電 話 番 号 を 順 番 に 複 数 お 書 き くだ

さ い 。 そ の 際 （ 母 ）（ 父 ）（ 祖 母 《 姓 も 》） な ど 書 い て く だ さ る と ， 連 絡 し や

すい です。

・地域子 ども会に ついて

ご 自 宅 の 子 ど も 会 が ど こ か 分 か ら な い 場 合 ， 本 日 掲 示 し て い ま す 地 図 を参

考に ，近隣 の方に 聞くな どし ていた だき， 何班か も必ず ご記 入くだ さい。

・緊急時 （警報発 令時等） の下校に ついて

緊 急 時 （ 警 報 発 令 時 等 ） に は ， 一 斉 下 校 （ 徒 歩 ， バ ス ） を し ま す 。 一 斉下

校 を す る 場 合 は ， 校 区 内 何 カ 所 か で 職 員 が 立 哨 を し ま す 。 一 斉 下 校 を し ない

お 子 さ ん は ， お 迎 え で 帰 る こ と に な り ま す 。 ど う い う 下 校 方 法 で お 子 さ んを

下校 させる か，基 礎調査 にお 書きく ださい 。

〈下校方法〉 どれ かをお 書き くださ い。

・迎え （保 護者が 学校ま で迎え に来る 方法 ）

・徒歩 （通 常の下 校先と 異なる 場合は ，備 考にお 書き くださ い。）

・ バ ス （ バ ス を 普 段 利 用 し て い る 方 に 限 り ま す 。 バ ス 停 ま で 職 員 が 送 り

ます 。）

＊ 警 報 発 令 時 等 に 一 斉 下 校 に な っ た 場 合 ， 原 則 と し て 学 校 か ら メ ー ル 配 信を

し ます。保護 者のお 迎えの 場合は ，特 にメー ルの チェッ クをお 願いし ます 。

◎保健 調査 票に つい て
・ 表紙は ，組・ 番号は まだ分 から ないの で，記 入はい りませ ん。

名前の 記入・ 男女・ 印鑑を お願 いしま す。

・ 児童の 基礎調 査と連 絡先が 一致 するよ うにお 願いし ます。

・ 児童の 基礎調 査と一 緒に入 学式 受付で お渡し くださ い。


